障害福祉サービス事業所等における新型コロナウイルス感染防止に向けた取組
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	ケース
	項目
	内容
	チェック

	施設等における取組

	感染症対策の再徹底
	■社会福祉施設等における感染拡大防止に向けた取組方針の再検討や感染拡大防止に向けた取組の再徹底を行っているか
■感染防止に向け、職員間で情報共有を密にしているか
■感染防止に向けた取組を、職員は連携して進めているか
■感染者が発生した場合に備えて、利用者のケア記録（体温、症状等）、直近２週間の勤務表等について記録しているか
■入国拒否の対象地域から帰国後症状がある職員等がいる場合、管理者は、すみやかに市町村に対して、人数、症状、対応状況を報告するとともに、発熱等の症状により感染が疑われる職員等がいる場合は、保健所に報告して指示を求めているか。また、最新情報を収集し、職員等に情報提供しているか

■「新型コロナウイルス接触確認アプリ（COCOA）」の活用について、職員に周知を行っているか
　　※面会者、業者等の施設内に出入りする者にも周知することが望ましい
	□
□
□
□
□
□


	
	外出
	■利用者の生活や健康の維持のために必要な外出については、「三つの密」を徹底的に避けるとともに、「人と人との距離の確保」「マスクの着用」「手洗いなどの手指衛生」等の基本的な感染対策を徹底しているか
■外出の際、利用者が自らの手で、目、鼻、口を触らないように留意しているか
■感染が流行している地域では、外出を制限する等の対応を検討しているか
	□
□
□

	職員の取組
	感染症対策の再徹底
	■「高齢者介護施設における感染対策マニュアル改訂版」、「介護現場における感染対策の手引き」等を
参照し、対策を徹底しているか
■各自出勤前に体温を計測し、発熱等の症状が認められる場合は出勤を行わないことを徹底しているか
　　　※過去に発熱が認められた場合は、解熱後２４時間以上が経過し、咳などの呼吸器症状が改善傾向となるまでは、同様の取り扱いとすること。なお、このような状況が解消した場合であっても、引き続き当該職員の健康状態に留意すること。
■上記に該当する職員については管理者に報告し、確実な把握を行うよう努めているか
　　　※職員とは、利用者に直接サービス等を提供する者だけでなく、当該事業所のすべての職員やボランティア等を含む
■発熱や呼吸器症状等により感染が疑われる職員等については、「「新型コロナウイルス感染症についての相談・受診の目安」の改訂について」を踏まえて適切に対応しているか
■職場はもとより職場外でも、換気か悪く、人が密に集まって過ごすような空間に集団で集まることを避ける等の対応を徹底しているか
■感染源となることのないよう、利用者と接する際にはマスクを着用しているか
	□
□
□
□
□
□

	ケア等の実施に当たっての取組
	基本的な事項
	■サービス提供に先立ち、利用者の体温を計測し（可能な限り事前に利用者本人又は家族に計測を依頼することが望ましい）ているか
■利用者に発熱が認められる場合には、「「新型コロナウイルス感染症についての相談・受診の目安」の改訂について」を踏まえた適切な相談及び受診を行うよう促しているか
■当該利用者へのサービスの提供に当たっては以下の点に留意しているか
　　・保健所とよく相談した上で、担当の相談支援事業所と連携し、サービスの必要性を再度検討の上、感染防止策を徹底させてサービスの提供を継続する
　　・サービスを提供する者のうち、基礎疾患を有する者及び妊婦等は、勤務上の配慮を行う
　　・サービスの提供に当たっては、サービス提供前後における手洗い、マスクの着用、エプロンの着用、咳エチケットの徹底を行うと同時に、事業所内でもマスクを着用する等、感染機会を減らすための工夫を行う
　　・可能な限り担当職員を分けての対応や、最後に訪問する等の対応を行う
	□

□
□
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